
  

 

 

 

 

 

 多くの人の不安の声を無視し、国会では安全保障関連法案の審議が強引

に進められています。私たちの切実な暮らしや地域経済はそっちのけです。 

アベノミクスの破たんは明白。次の手は軍備増強!? 

アベノミクス 3 本の矢（金融緩和、財政出動、規制緩和）破たんの次の

手は、軍需産業、武器の売込みで大企業の利益を拡大しようということで

す。その費用調達は実質的に 2017年４月からの消費税 10％増税が充てら

れます。くらしを脅かす消費税大増税や社会保障改悪は、実は安保関連法

案＝戦争法案と表裏一体です。 

戦争は、防衛を名目に始まります。戦争は、兵器産業に富をもたらしま

す。そしていったん始めた戦争は、歯止めがきかなくなります。 

来年度の概算要求は防衛費５兆円突破 

アメリカは来年以降、日本の戦争法案成立を前提として国防予算の削減

を行う予定というニュースが流れています。 

「国の財政が厳しい」、「社会保障のために使う」という口実で、消費税

増税を庶民に押し付け、実際は軍事費に税金をつぎ込むなど言語道断です。 

○税金はくらし・社会保障・教育優先に！ 
○法人税減税を止めれば、消費税を増税しなくて
も財源はあります！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○消費税は実質的に戦費調達と化しています。 
戦争法案廃案は、増税中止に道を開きます！ 

   


